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平成 28 年度(2016 年度)事業報告 

（2016 年 4 月 1 日―2017 年 3 月 31 日） 

 

事業概況 

・ 第 36 回猿橋賞の贈呈を行い、第 37 回猿橋

賞の募集および選考を例年通り行った。 

・ 一般財団法人女性科学者に明るい未来をの

会の事業を遂行した。 

 

第 36 回猿橋賞授賞者記者会見 

・ 平成 28 年（2016）4 月 18 日（月）学士会館 

・ 出席者：受賞者 佐藤たまき氏、米沢会長、

御園選考委員長、辻選考委員、持田理事 

・ 取材報道機関：読売新聞社、朝日新聞社、共

同通信社 

・ 4 月 19 日 18：00 以降、50 以上のインターネッ

トニュースに掲載された。 

・ 当日問い合わせ：毎日新聞社、時事通信社 

・ 4月19日以降、読売新聞、毎日新聞、朝日新

聞、東京新聞、日本経済新聞。共同通信、時

事通信を通じて、各地主要地方紙に掲載され

た。 

 

第 36 回猿橋賞授賞式   

平成 28 年 5 月 28 日（土）霞ヶ関ビル３５階 

参会者 62 名 

特別講演：栗原和枝氏  

東北大学多元物質化学研究所教授  

  「表面力測定の材料科学への展開」。 

             

授賞式： 

 御園生選考委員長による選考経過報告 

 猿橋賞の贈呈 

 受賞記念講演：佐藤たまき氏 

     東京学芸大学教育学部自然科学系広域自

然科学講座准教授 

    「記載と系統・分類学を中心とする中生爬虫

類の研究」 

  座長 大路樹生 名古屋大学・大学博物館長 

 

猿橋賞受賞者選考 

・ 平成 28 年 6 月第 36 回猿橋賞推薦の募集の

開始をホームページ上に公示。学協会へは

電子メールで広報を依頼。 

・ 平成 28 年 11 月末日応募締め切り、応募者は

15 名。 

・ 1 次選考・2 次選考の 2 回の選考委員会を  

開催し、授賞候補者を選考した。 

理事会において、千葉大学グローバル・プロミ

ネント研究基幹准教授、石原安野氏を第 37 回

猿橋賞受賞者と決定した。 

受賞研究題目：「アイスキューブ実験による

超高エネルギー宇宙線起源の研究 ”Study on 

the origin of the ultra-high energy Universe 
with the IceCube detector”」 

 

理事会に関する事項 

第 1 回理事会 

平成 28 年（2016 年）5 月 28 日東海大学校友 

会館 

 総理事数 9 名中 6 名出席、監事 1 名出席 

承認事項 

1. 第１号議案 平成 26 年度事業報告を承認。 

2. 第 2 号議案 平成 26 年度決算を承認。 

提出書類 

 ⅰ貸借対照表 

 ⅱ損益計算書（正味財産増減計算書） 

 ⅲ貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減

計算書）の附属書類 

3. 第 3 号議案 会計監査報告を承認。 

第 2 回理事会 

平成 28 年（2016 年）5 月 28 日東海大学校友 

会館 

 総理事数 10 名中 10 名出席、監事 1 名出席 

出席評議員（御園生代表理事代行、議長） 

承認事項 

1. 第１号議案 代表理事の任期満了にともなう

新代表に出席理事の互選により選ばれた石田

瑞穂氏を、満場異議なく承認。 

2. 第 2 号議案 第 4 期理事の役割り分担を決め

るために議長から指名された各氏を、満場異議

なく承認。 
庶務理事：持田澄子、会計理事：中西友子、

副会長：舘野義男、中西友子 

第 3 回理事会 

平成 29 年（2017 年）1 月 23 日 学士会館 

総理事数 9 名中 7 名出席、監事 1 名出席 

列席評議員 4 名 

報告事項 

1. 持田庶務理事から第 37 回猿橋賞への推薦

募集メール受付 15 件の報告、石田会長から

辻和彦氏に選考委員長依頼の報告。 

2. 辻和彦選考委員長から、第 37 回猿橋賞第１

回選考委員会の報告。 

3. 中西会計担当理事から、平成 28 年度上半  

期の中間決算、寄付状況の報告。 

4. 持田庶務担当理事から、第 36 回猿橋賞参加

状況等、業務概要の報告。 
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承認事項 

1. 第 38 回猿橋賞推薦書の文字数の変更 

これまでは募集要項に 800 字と明記してあっ

たが、「A41 ページの枠内に収まるように」と

変更。 
2. 理事の猿橋賞選考委員数の変更 

内規 6 条 4 の「選考委員総数の 3 分の 1 を

超えない範囲で」という記載の「3 分の 1 を超

えない範囲で」を削除し、理事を増やす。 

3. 理事会・評議員会の開催について、 

これまで通りに評議員に列席いただいて理事

会を開催する。 

4. 5 月 28 日に行われる第 37 回猿橋贈呈式の

後に、文化勲章受賞者太田朋子氏に特別

講演を依頼する。 

5. 40 周年記念事業、第 21～40 回受賞者の英

文本の出版。 

審議事項 

1. 選考委員の選任について 

2. ホームページ管理者について 

3. 理事の役割分担について 

3. 事務所について 

4. 賞贈呈式参加者の減少回復への対処につい  

  て 

第 4 回理事会 

平成 29 年（2017 年）3 月 13 日 学士会館 

 総理事数 10 名中 9 名出席、監事 1 名出席 

 列席評議員 3 名 

承認事項 

1. 辻選考委員長からの報告を受け、選考委員

会から推薦された千葉大学グローバル・プロミ

ネント研究基幹准教授、石原安野氏を第37回

猿橋賞受賞者とすることを決定。  

2. 平成 29 年度事業計画を承認。 

3. 平成 29 年度収支予算を承認。 

4. 定時評議委員会を 5 月 27 日に招集すること

を承認。 

報告事項 

1. 5 月 28 日に行われる特別講演演者は、国立

遺伝学研究所名誉教授太田朋子氏。講演タ

イトルは、「進化学の発展：表現型から分

子レベルへ」。 
2. 太田朋子氏の文化勲章祝賀会に生花を寄

贈。 
審議事項 

1. 新選考委員候補者について 

2. 新顧問候補者について 

3. ＨＰについて 

4. 事務所について 

評議員会に関する事項 

平成 28 年度定時評議員会 

平成 28 年（2016 年）5 月 28 日東海大学校友 

 会館 

 総評議員数 3 名中 3 名出席、理事（御園生代

表理事代行）、監事 1 名出席 

承認事項 

1. 第１号議案 平成 26 年度事業報告を承認。 

2. 第 2 号議案 平成 26 年度決算を承認。 

提出書類 

 ⅰ貸借対照表 

 ⅱ損益計算書（正味財産増減計算書） 

 ⅲ貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減

計算書）の附属書類 

3. 第 3 号議案 評議員の任期満了にともなう新

評議員候補として挙げられた川合真紀、御園

生誠、宮岡礼子氏を、また、黒田玲子、髙

橋三保子氏が重任することを満場異議な

くこれを承認。 

4.  第 4 号議案 理事・監事米の任期満了にとも  

なう、新理事候補として挙げられた石井志保子、

石田瑞穂、栗原和枝、黒岩常祥、小磯晴代、高

薮縁氏を、また、舘野義男、辻和彦、持田澄子、

中西友子氏が重任すること、新監事候補として

挙げられた相馬芳枝氏を、また、山崎敏光氏が

重任することを満場異議なくこれを承認。 

  

選考委員会に関する事項 

第 37 回猿橋賞第１回選考委員会 

平成 29 年（2017 年）1 月 23 日学士会館 

出席者：辻和彦（委員長）、鳥養映子、早野龍五、

桂利行、栗原和枝、黒岩常祥、舘野義男、神谷

律、滝順一、瀬川茂子、滝田恭子 各委員  

「一次選考評価結果」に基づき候補者 15 名の

うち 2 次選考に残す候補者 5 名と各候補者の

業績に対する正・副査読担当委員および担当

メディア委員を決定した。 

 

第 37 回猿橋賞第 2 回選考委員会 

平成 29 年（2017 年）3 月 13 日 学士会館 

出席者：辻和彦（委員長）、鳥養映子、早野龍五、

宮岡礼子、栗原和枝、舘野義男、桂利行、神谷

律、川島慶子、滝順一、瀬川茂子、滝田恭子各

委員 

2 次選考にかけられた 5 名と復活した 1 名それ

ぞれについて、業績の査読委員・メディア委員

の評価の報告を得て、議論し、2段階4名の投

票の結果、第 37 回猿橋賞受賞候補者として、

石原安野氏を選考した。 


